
　
　

災
害
対
応
特
殊
水
槽

　
　

付
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
の
川
本
１
号
車
は
、
緊

急
消
防
援
助
隊
の
補
助
金

を
受
け
て
の
取
得
だ
が
、

こ
の
車
両
の
役
割
や
出
動

区
分
は
。

　
　

今
回
取
得
予
定
の
川

　
　

本
１
号
車
は
、
水
槽

付
き
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
の
た
め
、
埼
玉
県
大
隊

の
役
割
は
、
消
火
小
隊
で

あ
る
。
出
動
区
分
は
、
第

一
次
出
動
陸
上
隊
に
編
成

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　
　

深
谷
市
消
防
団
第

　
　

13
分
団
の
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
が
、
ガ
ソ
リ
ン

エ
ン
ジ
ン
の
理
由
は
。

　
　

今
回
取
得
予
定
の
消

　
　

防
ポ
ン
プ
自
動
車

は
、
車
両
総
重
量
3.5
ｔ
未

満
と
な
っ
て
い
る
。
準
中

深
谷
市
税
条
例

深
谷
市
手
数
料
条
例

改正

改正
　
　

森
林
環
境
税
の
賦
課

　
　

徴
収
の
対
象
者
と
金

額
は
。

　
　

国
内
に
住
所
の
あ
る

　
　

個
人
に
対
し
て
課
税

さ
れ
、
市
民
税
、
均
等
割

と
合
わ
せ
て
１
人
年
額

１
，
０
０
０
円
が
徴
収
さ

れ
る
。
本
市
の
対
象
者

は
、
令
和
３
年
度
の
決
算

ベ
ー
ス
で
均
等
割
の
課
税

者
が
７
万
３
，
７
０
１
人

で
、
金
額
は
約
７
，
３
７

０
万
円
で
あ
る
。

　
　

市
が
代
わ
っ
て
徴
収

　
　

す
る
理
由
は
。

　
　

森
林
環
境
税
及
び
森

　
　

林
環
境
譲
与
税
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
き
創
設

さ
れ
た
。
そ
の
法
律
に
よ

り
賦
課
徴
収
は
市
町
村
が

行
う
と
し
て
い
る
た
め
、

市
条
例
に
お
い
て
必
要
な

規
定
の
整
備
を
行
い
、
徴

収
す
る
。

　
　

国
か
ら
譲
与
さ
れ
る

　
　

森
林
環
境
譲
与
税
の

基
準
と
金
額
は
。

　
　

人
口
割
や
人
工
林
の

　
　

面
積
、
林
業
の
就
業

者
数
な
ど
を
按
分
し
て
譲

与
さ
れ
る
。
令
和
３
年
度

の
決
算
ベ
ー
ス
で
１
，
１

８
６
万
４
，
０
０
０
円
で

あ
る
。

　
　

特
定
小
型
原
動
機
付

　
　

自
転
車
（
電
動
キ
ッ

ク
ボ
ー
ド
等
）
の
軽
自
動

車
税
に
関
す
る
規
定
が
整

備
さ
れ
た
が
、
税
額
は
。

　
　

原
動
機
付
自
転
車
と

　
　

同
様
、
年
額
２
，
０

０
０
円
で
あ
る
。

　
　
QQ　

　
　
　
A　

　
A　

　

　
　
Q　

　
Q 　

　
AA

　

森
林
環
境
税
と
軽
自
動
車
税
に
関
す
る
規
定
整
備
の
た
め

の
改
正
で
す
。

　
　

低
炭
素
住
宅
や
省
エ

　
　

ネ
住
宅
と
は
。

　
　

低
炭
素
住
宅
は
二
酸

　
　

化
炭
素
の
発
生
を
抑

制
す
る
た
め
低
炭
素
化
の

措
置
が
さ
れ
て
い
る
住

宅
。
ま
た
、
省
エ
ネ
住
宅

は
、
建
築
物
の
熱
や
電
気

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
節
約
を
目

的
に
、
外
壁
や
屋
根
な
ど

の
断
熱
性
能
、
冷
暖
房
、

照
明
等
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
に
つ
い
て
、
一
定
以
上

の
省
エ
ネ
性
能
を
有
す
る

住
宅
で
あ
る
。

　
　

年
間
の
申
請
件
数
は
。

　
　

低
炭
素
は
平
成
24
年

　
　

か
ら
、
省
エ
ネ
は
平

成
28
年
か
ら
制
度
が
あ
る

が
、
現
時
点
で
の
申
請
は

１
件
も
な
い
。

　
　

県
に
よ
っ
て
改
正
額

　
　

が
異
な
る
が
、
埼
玉

県
に
準
じ
て
い
る
の
か
。

　
　

埼
玉
県
の
金
額
を
参

　
　

考
に
、
県
と
同
額
と

し
た
。

　
　

低
炭
素
建
築
物
の
認

　
　

定
制
度
に
関
し
て
、

電
子
申
請
が
進
め
ら
れ
て

い
る
自
治
体
が
多
い
が
、

深
谷
市
は
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
ふ
か
や
宣
言
を

行
っ
て
い
る
た
め
、
電
子

申
請
に
し
て
い
く
べ
き
で

は
。

　
　

市
全
体
と
し
て
、
電

　
　

子
申
請
化
に
取
り
組

ん
で
い
く
方
向
性
で
動
い

て
い
る
た
め
、
な
る
べ
く

早
く
電
子
申
請
が
で
き
る

よ
う
、
内
部
調
整
を
図
っ

て
い
く
。

　
　
Q　

　
Q　
　

　
　
A　

　
A

　
　
Q

　
　
Q

　
　

AA

　

低
炭
素
建
築
物
新
築
等
計
画
認
定
申
請
手
数
料
等
の
額

を
改
定
等
す
る
も
の
で
す
。

　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

　
　

ド
の
交
付
率
は
。

　
　

４
月
末
現
在
、
交
付

　
　

数
８
万
８
，
５
６
９

枚
、
62
・
２
％
で
あ
る
。

　
　

カ
ー
ド
の
ト
ラ
ブ
ル

　
　

等
の
相
談
は
な
い
か
。

　
　

委
託
業
者
に
よ
る
と
、

　
　

シ
ス
テ
ム
自
体
が
違

う
た
め
現
在
の
と
こ
ろ

誤
っ
た
証
明
書
が
発
行
さ

れ
た
こ
と
は
な
い
。

　
　

ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ

　
　

ダ
ー
の
損
傷
の
詳
細

を
。

　
　

鉄
骨
柱
の
錆
に
よ
る

　
　

腐
食
、
階
段
に
小
さ

な
穴
等
が
確
認
さ
れ
た
。

　
　

今
回
の
補
修
で
ど
の

　
　

く
ら
い
の
耐
用
年
数

に
な
る
か
。

　
　

２
〜
３
年
程
度
は
使

　
　

用
で
き
る
と
報
告
を

受
け
て
い
る
。
錆
は
今
後

も
進
行
す
る
の
で
、
詳
細

な
調
査
と
設
計
費
用
を
計

上
し
た
。

　
　

人
気
の
施
設
と
は
い

　
　

え
、
収
入
よ
り
維
持

費
が
か
か
り
、
そ
の
た
め

に
市
の
財
源
か
ら
捻
出
し

て
い
る
。
将
来
的
に
も
心

配
だ
が
、
庁
内
で
検
討
し

て
は
ど
う
か
。

　
　

平
成
29
年
度
の
長
期

　
　

保
全
計
画
で
は
、
令

和
９
年
度
に
大
規
模
改
修

す
る
。
パ
テ
ィ
オ
の
維
持

管
理
に
は
費
用
も
か
か
る

が
、
農
業
Ｐ
Ｒ
や
健
康
促

進
、
集
客
の
役
割
を
踏
ま

え
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。

令
和
５
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

災
害
対
応
特
殊
水
槽
付
消
防

ポ
ン
プ
自
動
車
等

取得　
　

補正

Q　
　

Q 　
　
A　

　
A

　
　

型
免
許
の
新
設
に
伴
う
改

正
道
路
交
通
法
が
施
行
さ

れ
、
施
行
後
に
取
得
し
た

普
通
運
転
免
許
で
は
、
運

転
で
き
る
自
動
車
の
車
両

総
重
量
が
3.5
ｔ
未
満
と

な
っ
た
。

　

令
和
４
年
に
デ
ィ
ー
ゼ

ル
車
の
排
出
ガ
ス
規
制
が

強
化
さ
れ
、
排
出
ガ
ス
規

制
値
に
対
応
し
た
3.5
ｔ
未

満
で
登
録
で
き
る
デ
ィ
ー

ゼ
ル
車
が
な
い
た
め
、
規

制
値
に
対
応
す
る
ガ
ソ
リ

ン
車
と
な
っ
て
い
る
。

令
和
５
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）　

補正
　

価
格
高
騰
の
影
響
を
受
け
た
低
所
得
世
帯
（
住
民
税
非
課

税
世
帯
）
に
対
し
て
、
１
世
帯
あ
た
り
３
万
円
の
給
付
を
行

う
た
め
、
４
億
５
，
０
５
０
万
４
千
円
の
増
額
補
正
で
す
。

　
　
Q　

　
Q　

　
Q 行

政
情
報
化
推
進
事
業

深
谷
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

管
理
運
営
事
業

　
　
A　

　
A 　

　
Q　

　
A　

　

　
　
Q　

　
AA

　

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
に
関
す
る
行
政
情
報
化
推
進
事
業
、パ

テ
ィ
オ
に
関
す
る
深
谷
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
管
理
運
営
事
業
な

ど
、合
計
２
億
１
，３
３
１
万
５
千
円
の
増
額
補
正
で
す
。

議案Ｑ & Ａ 議案Ｑ & Ａ議案Ｑ & Ａ 議案Ｑ & Ａ

価格高騰重点支援給付金に関する
補正予算や条例の一部改正など

13議案を審議

価格高騰重点支援給付金に関する
補正予算や条例の一部改正など

13議案を審議

　

公
民
館
は
、
住
民
の

た
め
に
実
際
生
活
に
即

す
る
教
育
、
学
術
及
び

文
化
に
関
す
る
各
種
の

事
業
を
行
い
、
も
っ
て

住
民
の
教
養
、
健
康
の

増
進
、
情
操
の
純
化
を

図
り
、
生
活
文
化
の
振

興
、
社
会
福
祉
の
増
進

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
に
し
た
施
設
で
あ

り
、
市
民
と
の
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

拠
点
で
も
あ
る
。
公
民

館
活
動
に
お
い
て
、
設

置
理
念
を
具
現
化
す
る

た
め
に
、
専
門
的
知
識

を
持
っ
た
職
員
配
置
が

必
要
だ
と
考
え
る
。

　

指
定
管
理
者
に
公
民

館
運
営
を
任
せ
る
た
め

の
予
算
確
保
で
あ
る
債

務
負
担
行
為
が
含
ま
れ

る
本
議
案
に
は
反
対
で

あ
る
。

反
対
討
論

　
鈴
木　

三
男

６
月
21
日
、
互
選
に
よ
り

委
員
長
に
角
田
義
徳
議
員
、

副
委
員
長
に
柿
澤
祐
介
議

員
を
選
出
し
ま
し
た
。

諮
問
事
項

・
長
期
欠
席
議
員
に
係
る

　

議
員
報
酬
の
あ
り
方
に

　

関
す
る
こ
と

人
事
案
件

議
会
改
革
委
員
会
を
設
置

　

　令和５年第２回定例会は６月１日に開会し、６月21日までの21日間の日程で
開かれました。
　今定例会では、条例の一部改正３件、条例の廃止１件、補正予算２件、その他
財産の取得など７件の計13議案が市長から提出され、審議を行いました。
　これらの議案についての審議結果は、15ページの表のとおりです。

さ
び

さ
び

○
深
谷
市
監
査
委
員

　
　
　
　
　

富
田　
　

勝

○
人
権
擁
護
委
員

　
　
　
　
　

髙
野　

君
江

※

人
事
案
件
に
つ
い
て
は
敬
称
略

永
年
勤
続
議
員
表
彰

全
国
市
議
会
議
長
会
並
び

に
埼
玉
県
市
議
会
議
長
会

か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

○
勤
続
20
年
表
彰

　
　

 

柴
崎　

重
雄 

氏

○
勤
続
10
年
表
彰

　
　

 

小
嶋　
　

隆 

氏

こ
う  

の　

     

き
み 

え

と
み  

た　

   　
　

ま
さ
る

し
ば
さ
き　

   

し
げ 

お

こ 

じ
ま  　
　
　

た
か
し

　

深
谷
市
消
防
本
部
川
本
分
署
へ
配
備
す
る
災
害
対
応
特
殊

水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
等
を
取
得
す
る
も
の
で
す
。
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